※この用紙は，教職経験７～11年目に使用する。
※この用紙は，中堅教諭等資質向上研修12年目終了まで各自で保管する。　　　　　　　　　　03_R2_選択研修受講カード_1022003.doc 

（様式３）
中堅教諭等資質向上研修（栄教）　自己課題に応じた研修実施報告書　
１　研修対象教員
	氏　　名
	免許
	採用年

	
	
	　S・H・R　　　年　　月採用


＊採用年は，教職員として採用された年月

２　自己課題に応じた研修の実施
実施前に，自己課題，研修内容等を記入後，必ず所属長に説明し，受講の許可を得ること
※選択研修の内容は，自己課題に応じた内容であること

※県が主催する研修を選択する場合，資質向上期又は資質充実期のキャリアステージから選択することが望ましい
令和　　年度【教職経験　　年目】　　　　　　　　　　学校
	自己
課題
	

	自己の課題に応じた研修
記録
	期　日
	主な研修内容
	会場
	指導者

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	反省
	成果と課題
	

	
	所属長助言
	


令和　　年度【教職経験　　年目】　　　　　　　　　　学校
	自己
課題
	

	自己の課題に応じた研修
記録
	期　日
	主な研修内容
	会場
	指導者

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号
	
	

	反省
	成果と課題
	

	
	所属長助言
	


令和　　年度【教職経験　　年目】　　　　　　　　　　学校
	自己
課題
	

	自己の課題に応じた研修
記録
	期　日
	主な研修内容
	会場
	指導者

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	
	月　日（　）
	講座番号

	
	

	反省
	成果と課題
	

	
	所属長助言
	


３　注意事項
・教職経験が１２年を経過するまでに，校外研修（自己課題に応じた研修）３日以上（①県，市町村教育委員会等が主催する研修講座の受講，②研究校・近隣校の授業参観及び研究会に参加する研修　③校種の異なる学校等を訪問して行う研修）を実施する。
・教職経験が満１１年を経過してから，校外研修（自己課題に応じた研修）３日全てを実施してもよいが，６年間でバランスよく受講することが望ましい。

・講座番号は，講座番号がある講座の場合のみ記入する。

・受講年度の研修記録欄が不足した場合は，次年度の研修記録欄に記入する。
・用紙が足りなくなった場合は，２枚目を準備し使用する。
・１２年目に受講する中堅教諭等資質向上研修の計画書・報告書提出時に使用するため，１２年目の研修終了までは各自で保管する。

